
９ 2023年（令和5年）12月15日（金曜日） （第三種郵便物認可）
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当
所
の
中
小
企
業
委
員
会
（
福
田
紀
幸
委
員
長
）
は
、
６
日
（
水
）
に
釧
路
市
内
に
あ
る

の
金
融
機
関
と
北
海
道
信
用
保
証
協
会
釧
路
支
店
に
て
、
当
所
栗
林
定
正
会
頭
と
福
田
委

員
長
の
連
名
に
よ
る
要
請
書
を
手
渡
し
、
中
小
企
業
金
融
の
円
滑
化
並
び
に
事
業
継
続
の
た

め
の
長
期
的
な
金
融
支
援
に
関
す
る
要
請
活
動
を
行
っ
た
。
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火力発電所で設備の説明を聞く委員ら

牧田会長に要請書を手渡す福田委員長（左）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
『
第
１
６
６
回
日
商
簿
記
検

定
試
験
（
２
〜
３
級
）
』
を
令

和
６
年
２
月

日
（
日
）
に
道

東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
実

施
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
の
受
付
期
間

は
、

月

日
（
月
）
〜
令
和

６
年
１
月

日
（
金
）
で
、
当

所
窓
口
の
ほ
か
、
現
金
書
留
に

よ
る
郵
送
、
ウ
ェ
ブ
か
ら
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
受
験
料
は
２
級
４
７
２
０

円
、
３
級
２
８
５
０
円
（
税
込
）
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
当
所
振
興
課
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

日

商

簿

記

検

定

試

験

日
よ
り
申
込
受
付
開
始

阿寒湖畔で開催された連絡協議会

　
令
和
５
年
度
釧
路
管
内
商
工

会
・
商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会

（
会
長
・
栗
林
定
正
当
所
会
頭
）

が

月

日
（
水
）
午
後
３
時

分
よ
り
、
阿
寒
湖
畔
の
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、

人
が
出
席
し

た
。

　
同
協
議
会
は
釧
路
管
内
９
つ

の
商
工
会
と
当
所
で
構
成
し
、

管
内
の
商
工
業
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
意
見
や
情
報
を
交
換

し
、
連
携
を
密
に
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
か
れ
て
い
る
。

　
冒
頭
、
栗
林
会
長
よ
り
「
本

日
の
協
議
会
を
通
し
て
、
管
内

市
町
村
連
携
は
も
と
よ
り
、
商

工
会
、
商
工
会
議
所
が
情
報
共

有
を
図
り
、
地
域
の
発
展
、
活

力
を
高
め
る
た
め
の
契
機
と
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
そ
の

後
来
賓
の
釧
路
総
合
振
興
局
の

木
村
英
也
局
長
、
釧
路
市
の
風

呂
谷
文
雄
産
業
振
興
部
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業

・
決
算
報
告
や
今
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
議
事
終
了
後
の
情
報
交
換
会

で
は
、
各
地
商
工
会
や
商
工
会

議
所
が
実
施
し
て
い
る
事
業
活

動
や
町
村
の
動
向
に
つ
い
て
情

報
共
有
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
、
釧
路
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
部
阿
寒
生
涯
学
習

課
マ
リ
モ
研
究
室
の
尾
山
洋
一

次
長
よ
り
『
マ
リ
モ
の
は
な
し
』

と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
尾
山
氏
は
「
マ
リ
モ
は
糸
状

の
構
造
を
持
っ
た
緑
藻
類
が
集

ま
っ
た
も
の
で
、
着
生
型
・
浮

遊
型
・
集
合
型
の
３
種
類
あ
る
。

球
体
の
マ
リ
モ
は
世
界
で

か

所
し
か
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、

〜

セ
ン
チ
大
に
成
長
し
、

群
れ
を
成
す
こ
と
は
世
界
で
も

珍
し
い
」
と
阿
寒
湖
の
マ
リ
モ

の
希
少
性
に
つ
い
て
解
説
。

　
ま
た
釧
路
市
教
育
委
員
会
で

は
、
希
少
価
値
の
高
い
阿
寒
湖

の
マ
リ
モ
を
未
来
に
残
す
た
め

に
調
査
研
究
や
保
全
対
策
、
普

及
啓
発
な
ど
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
当
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
行

動
制
限
が
な
く
な
り
、
社
会
経

済
活
動
の
正
常
化
が
加
速
し
て

い
る
一
方
で
、
急
激
な
円
安
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
原
料
・
資
源
の

価
格
高
騰
、
人
手
不
足
や
人
件

費
上
昇
な
ど
複
合
的
な
要
因
が

重
な
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の

元
本
返
済
が
始
ま
る
事
業
者
が

増
加
し
て
い
る
中
で
業
績
回
復

期
に
不
可
欠
な
運
転
・
設
備
資
金

を
確
保
す
る
必
要
が
生
じ
る
な

ど
、
事
業
継
続
の
た
め
の
長
期
的

な
金
融
支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者

の
経
営
改
善
に
関
す
る
事
項
を

担
当
し
て
い
る
当
委
員
会
で

は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
市
内
の

金
融
機
関
へ
向
け
て
要
請
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は
当

地
域
の
事
業
者
が
置
か
れ
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
、
個
々
の
実

情
や
資
金
需
要
に
応
じ
た
柔
軟

か
つ
円
滑
な
金
融
の
取
り
扱
い

と
、
伴
走
支
援
に
よ
る
事
業
継

続
が
可
能
な
返
済
計
画
策
定
な

ど
の
支
援
を
要
望
す
る
た
め
、

市
内
の
金
融
機
関
な
ど
に
対
し

て
要
請
書
を
提
出
し
た
。

　
当
日
は
、
福
田
委
員
長
を
は

じ
め
佐
々
木
勉
副
委
員
長
、
池

田
一
己
副
委
員
長
、
米
本
富
夫

副
委
員
長
ら
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
う
ち
北
洋
銀
行
㈱
釧
路

中
央
支
店
で
行
わ
れ
た
要
請
で

は
、
釧
路
金
融
協
会
の
牧
田
知

也
会
長
（
同
銀
行
執
行
役
員
支

店
長
）
に
対
し
、
福
田
委
員
長
よ

り
当
地
域
の
事
業
者
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
の
現
状
を
伝
え
た

上
で
「
個
々
の
事
業
者
の
資
金
繰

り
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
円
滑
な
金
融
の

取
り
扱
い
と
事
業
継
続
へ
の
長

期
的
な
支
援
に
一
層
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
た
い
」
と
事
業
者
の

資
金
繰
り
へ
協
力
を
求
め
た
。

　
要
請
に
対
し
て
牧
田
会
長
は

「
要
望
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

お
客
さ
ま
の
課
題
解
決
へ
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

応
え
た
。

　
『
第
２
３
０
回
珠
算
検
定
試

験
』
を
令
和
６
年
２
月

日

（
日
）
に
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
お
申
し
込
み
は
令
和
６
年
１

月

日
（
木
）
ま
で
で
、
当
所

窓
口
ま
た
は
現
金
書
留
に
て
申

込
書
と
受
験
料
を
同
封
し
郵
送

く
だ
さ
い
（
期
間
内
必
着
）
。

　
受
験
料
は
１
級
２
３
４
０

円
、
２
級
１
７
３
０
円
、
３
級

１
５
３
０
円
（
税
込
）
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
へ
。

１
月

日
ま
で
申
込
受
付

珠
算
検
定
試
験
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第
２
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
（
地
元
産
業
施
設
視
察
研

修
会
）
が

月

日
（
火
）
午

後
２
時
よ
り
、
㈱
釧
路
火
力
発

電
所
で
開
か
れ
、
委
員
ら

人

が
参
加
し
た
。

　
商
工
振
興
委
員
は
、
地
区
別

・
業
種
別
に
委
嘱
さ
れ
た
委
員

が
当
所
と
小
規
模
事
業
者
を
つ

な
ぐ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
経

営
者
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
各
種
情
報
提
供
や
相
談
者
の

紹
介
な
ど
に
協
力
す
る
制
度
。

現
在

人
が
委
員
を
担
っ
て
お

り
、
活
動
の
一
助
と
な
る
よ
う

産
業
施
設
の
視
察
や
講
師
を
招

き
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

　
今
回
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
配
慮

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０

２
０
年
か
ら
運
転
を
開
始
し
た

㈱
釧
路
火
力
発
電
所
の
施
設
を

訪
れ
た
。

　
視
察
で
は
、
担
当
者
か
ら
火

力
発
電
所
の
概
要
や
施
設
内
の

設
備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

の
ち
、
敷
地
内
に
あ
る
水
処
理

棟
や
ボ
イ
ラ
ー
棟
の
ほ
か
、
燃

料
受
入
棟
で
実
際
に
石
炭
を
搬

入
す
る
様
子
な
ど
を
見
学
し

た
。

　
ま
た
、
発
電
所
で
は
釧
路
市

の
上
下
水
道
や
釧
路
コ
ー
ル
マ

イ
ン
の
坑
内
水
を
処
理
し
て
繰

り
返
し
使
用
し
て
い
る
ほ
か
、

石
炭
と
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
を
併

用
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

を
抑
制
す
る
な
ど
、
周
辺
環
境

に
配
慮
し
た
運
営
を
し
て
い
る

こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　
視
察
研
修
会
終
了
後
に
は
、

地
区
別
・
業
種
別
全
体
に
よ
る

両
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議
が
開
か

れ
、
当
所
職
員
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
や
事
業
者
支
援
に
活
用

で
き
る
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
。


